レビー小体型認知症って？

1.レビー小体型認知症とは？
【特徴】
・日本で患者数の多い4大認知症の中で、3番目に患者数の多い認知症です。
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低い精度で自動的に生成された説明]・脳に「レビー小体」というたんぱく質が溜まることで、発症すると言われています。
・認知機能の調子が日や時間によって、波のように変化します。

【症状】
・幻視・・・実際に存在しない人や物、動物が本人には見えるようになります。
例：誰もいないところに向かって話しかけている。
・パーキンソン症状・・・手足の震え、筋肉のこわばり、動きがゆっくりになる
　　　　　　　　　　　　　　　パーキンソン病と似た症状が現れます。


2.レビー小体型認知症の人への対応のポイント
①否定しない
→介護する家族からは見えていませんが、本人ははっきりと見えています。
気持ちを傷つけないよう、本人に共感して寄り添いましょう。

②転倒のリスクを減らす
→パーキンソンの症状で筋肉がこわばるので転倒しやすくなります。
　自宅内の段差を無くしたりするなど転倒の危険を減らしましょう。

★正しい接し方や過ごしやすい環境づくりをすることで、本人も家族も安心して生活を送ることができます。少しずつ様子を見ながら取り組んでいきましょう。○○市営住宅管理センター
令和○年〇月
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